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本製品（BLM1）は自動的にバッテリー、始動システム、充電システムをモニ
ターし、Bluetoothを使いお手持ちのスマートフォンやタブレットに情報を
通知するワイヤレス製品です。

BLM1は日本市場向けに製造されており、総務省の定める電波利用基準を
満たす技術適合に適合しております。
技術基準適合証明番号：001-U00262

バッテリー、始動システム、充電システムに異常がある場合は、ユーザーに通
知しますので、トラブルを事前に察知することが可能です。

BLM1には安全機能として、短絡、逆接続に対しての保護回路が備わってい
ます。

BLM1はエンジンルームなど高温になる場所への設置を想定し、製品のケ
ース、ケーブルには耐火、耐熱性の素材を使用しています。

製品特徴
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BLM1をご利用の際は利用可能な電圧の範囲（６V-20V）でのみお使いく
ださい。24Vには対応していませんのでご注意ください。仕様外電圧での
使用は本製品の故障に繋がりますので、絶対に使用しないでください。

BLM1の使用にはスマートフォンのバージョンが次のバージョン以上である
必要があります。　
Android 4.3　以上　　　　iOS 8.0 以上

各種通知を受け取るには、スマートフォンの通知設定及び、専用アプリの通
知設定がオンになっていないと、通知を受信することができませんので、本
説明書を参照し各種設定をお願いします。

BLM1のファームウエアのアップデートを行うと、本製品に記録されている
データは全て消去されますので、アップデート前には必ず専用アプリでデー
タの同期を行ってください。

電圧履歴のデータはスマートフォン側に保存されます。　専用アプリをアッ
プデートしてもデータは削除されませんが、専用アプリをアンインストール
する場合、電圧履歴のデータは消去されますのでご注意ください。

BLM1では電圧履歴の情報を1ヶ月間保存しています。専用アプリとの接続
が1ヶ月以上ありませんと、過去のデータは閲覧することができませんので、
過去データが必要な場合は、定期的に本製品とアプリとの接続を行ってくだ
さい。

専用アプリでBLM1を検知できない場合は、以下のことが考えられますの
で、スマートフォン側のBluetooth機能がオンになっているか、BLM1とス
マートフォンの距離は適切な距離か、間に遮蔽物はないか、専用アプリに
BLM1の登録が完了しているか、をご確認ください。

使用上の注意

1)

２）

BLM1を自動車などのバッテリーに接続し、本体
を固定します。
BLM1の赤色の端子をバッテリー側のプラス⊕端
子に、黒色の端子をバッテリー側のマイナス⊖端
子に接続してください。
BLM1を両面テープなどを使って安全な場所に固
定してください。その際Bluetoothの電波が遮断
されにくい場所を選んでください。

接続・設置方法

製品仕様
最大待機電流

入力電圧

動作温度

製品サイズ（mm）

測定電圧精度

1.5mA

6-20V

-40℃～90℃

55×35×16

±0.03V

ショートプロテクション機能

逆接続プロテクション機能

Bluetooth規格

専用アプリ名

技術基準適合証明番号

内蔵

内蔵

4.0

Live Monitor

001-U00262
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機器名とデバイスシリアル
バッテリー状態を表示します。
（バッテリーOK、充電中、電圧低下の３表示）
バッテリーの充電状態をパーセンテージで表示
本製品-アプリ間の接続状況
リアルタイムバッテリー電圧
リアルタイムバッテリー電圧グラフ
バッテリー充電状態のリンググラフ
（緑＝良好　赤＝電圧低下）
電池アイコン　
走行履歴アイコン
登録機器アイコン
設定アイコン
電圧履歴アイコン
テスト項目インジケーター
（電圧テスト、クランキングテスト、充電テスト）画面をスワイプすることでテ
スト項目の切り替えができます。

各画面の説明

BLM1の使用の前にお手持ちのiPhoneまたはAndroid端末に専用アプリを
インストールします。本体のQRコードをスマートフォンのカメラで読み込むか
APPストアより専用アプリ（アプリ名：Live Monitor）をダウンロードし、インス
トールしてください。

アプリのインストール

BLM1とスマートフォンの通信距離は半径約10ｍです。10mを超える距離や
本製品とスマートフォンの間に建物や通信を遮る物がある場合は通信距離が
短くなったり、途切れる場合があります。

アプリとBLM１の通信環境

onitor）をダウンロ ドし、イ

の通信環境

アプリの設定
● BLM1とアプリの接続にはBluetoothを使用しますので、必ずスマートフォ
ン側のBluetoothがオンになっていることを確認してください。　
Bluetoothがオンになっていない場合はBluetoothの使用を”OK”にして
ください。

●「Live Monitorに位置情報の使用を許可しますか？」で　“Appの使用中は
許可”　を選択してください。許可しない場合、バッテリーに異常があった場
合でもスマートフォンへの自動での通知は行われません。ンへの自動での通知は行われま

● 専用アプリの位置情報設定も”常に許可を“を選択すると、専用アプリが起動
されていなくても、バッテリー状態の通知が行われます。も、バッテリー状態の通知が行われます。

対象機器の登録・接続
電圧履歴グラフでは過去のバッテリー電圧の推移を日別に確認できます。
上部日付表示の左右アイコンを押すことで日付を選択できます。（データ
保存期間は1ヶ月程度です）
グラフ部をタッチすると、その時間の電圧を数値で確認できます。

電圧履歴グラフ
● 初めてアプリを使用する場合は、アプリに対象機器（BLM1）を登録する必
要があります。アプリ画面最下部のメニュー内の「機器」をクリック　⇒　対
象機器の追加ボタン　とクリックし対象機器の追加ページへ移動してくだ
さい。

● 対象機器の追加ページでデバイスシリアルを入力します。デバイスシリアル
はBLM1の横面に記載がありますので、バーコードをアプリ上のスキャンボ
タンより撮影するか、手動で入力してください。機器名には車名やナンバー
など、わかりやすい情報を入力しておくと便利です。機器名とデバイスシリ
アルの入力が終わりましたら”OK”　をクリックしてください。

● 対象BLM1の登録が終わりましたら、登録したBLM1とスマートフォンの接
続を行います。
BLM1とスマートフォンの通信が良好な距離下で登録済みのBLM1をクリ
ックし接続を行ってください。この作業は初回のみで2回目からの接続は自
動で行われます。（対象BLM1を変更しない場合）

●スマートフォンへ複数のBLM1を登録可能ですが、ペアリングできるのは１
台のBLM1のみです。
他のBLM1とペアリングを行いたい場合は、ペアリング済みのBLM1との
接続を解除してから、次のBLM1と接続を行ってください。接続を解除する
にはスマートフォンとBLM1の通信状態が良好な場合のみ、接続解除が可
能です。（登録したBLM1が近くにないと接続解除できません）

LM1を変更しない場合）

LM1を登録可能 すが

終

●「Live Monitorは通知を送信します。よろしいですか？」で　“許可” を選択
してください。許可すると、バッテリー異常、クランキングシステム異常、充電
システム異常を検知した際にスマートフォンに通知を行います。通知を許可
しない場合は、一切通知は行われません。通知は行われません。

表示

）画面をスワイプすることでテ

明
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充電状態の画面を左にスワイプすることでクランキングテスト画面に移行し
ます。

クランキングテストではクランキング時のバッテリー電圧をモニターし、
クランキングシステムに異常がないかを確認できます。

クランキングテストはエンジンを始動するたびに自動で実施、記録されます。

一般的に正常なクランキング時のバッテリー電圧は9.6V以上とされていま
す。
9.6V以下の場合はバッテリーやスターターに問題があることが考えられま
す。　
※BLM1を使ったクランキングテストの結果は簡易テストの結果ですので、
正確な診断は知識と技術をもった自動車整備工場などで行ってください。

クランキング電圧測定日時
テスト結果
クランキング電圧
緑＝正常　　赤＝正常値外
クランキング電圧グラフ

クランキングテスト

●
●

●グラフ部をタッチすると、その時間の電圧を数値で確認できます。●

備工場などで行ってください。
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充電システムに異常がないかを確認することができます。

充電テストは自動では行われません。充電テストよりテストボタンを押して
テストをスタートしてください。
※BLM1を使った充電テストの結果は簡易テストの結果ですので、正確な
診断は知識と技術をもった自動車整備工場などで行ってください。

充電テスト

　　　　　　　　　　　　＜テスト手順＞
充電電圧画面より左に２回スワイプして電圧テスト画面に移行し、エンジン
を始動してからテストボタンを押してください。

アイドリング状態テストを行いますので画面の指示に従って車両側を操作
してください。

　　　
a）

b)

テストボタンを押すと、高回転テストに移行します。

高回転テスト画面の指示に従って、エンジン回転数を上げテストを行ってく
ださい

c）

d)

テスト終了後、テスト結果画面が表示されます。e）

①
②
③
④

高回転テストに移行しま

● 過去のエンジン始動、停止、運転時間の確認ができます。

走行履歴

結果画面が表示されますす。

充電テスト実施日時
アイドリング時充電電圧
高回転時充電電圧
充電テスト結果
※充電電圧が低い、高いなど異常が見られた
場合は自動車整備工場などで詳しい診断を受
けてください
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止、運転時間の確認ができ

●

●

●

●

●

●

日常の出力状態の通知：オンにすると希望の時間毎にバッテリー状態の通
知が届きます。送信時間の設定も可能です。

クランキング時の異常通知：オンにすると希望の時間毎にクランキング電
圧に異常があった場合通知します。送信時間の設定も可能です。クランキ
ングに異常がない場合は指定時間毎の通知は行われません。

出力値警報：バッテリー電圧が設定した値を下回ると通知を行います。通知
レベルは２つまで設定できます。。ベルアイコンをタッチして希望の通知レ
ベルを設定してください。

ハードウェアの装備：本製品をバッテリーに取り付ける際の注意が記載され
ています。

フィードバック：本製品に関しての問題点などがあれば、メーカーにフィード
バックを送信できます。
※製品に関してのお問い合わせはアプリ内のフィードバック機能は使わず、
お買い上げ店へお問い合わせください。

ファームウェアのアップデート：ハードウェアのバージョンが確認できます。
またファームウェアのアップデートがご利用可能な場合は
こちらからアップデート可能です。

設定

可能です。

この説明書の内容は予告なしに変わることがあります。BLM1のファームウ
エアアップデート、スマートフォンのOSアップデート、アプリのアップデートな
どにより、ユーザーマニュアル中の図や説明が実際の仕様と異なる場合があ
ります。
本製品（BLM1）よって生じたいかなる支出、損益、その他の損失に対してな
んら責任を負うことはできません。
このユーザーマニュアルを販売元の許可なく変更、複製することを禁じます。

注意事項


